
　市内・近隣地域の施設やお店のバリアフリー情報を掲載した「みたかバ
リアフリーガイド」の携帯版サイトを、8月1日㈯から開始します。みなさん
からの「バリアフリーに配慮されている施設」の情報もお待ちしています。

http://dev.mitaka-odekakeguide.jp/へ。
◆右記のQRコードからアクセスできます。
地域福祉課☎内線2619
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「おはよう! 三鷹市です」FMむさしの  78.2MHz
放送時間／月～金曜日　10：20～10：25 

「みる・みる・三鷹」武蔵野三鷹ケーブルテレビ・JCNプラスチャンネル
第314回（7月19日～8月1日）
児童虐待防止への取り組み／総合水防訓練
放送時間／月～金曜日　8：30　12：30　20：00　22：00
  土・日曜日　9：30　12：00　19：00　22：00

人口と世帯　平成21年7月1日現在
住民登録者数：176,785人 男：87,386人／女：89,399人 
外国人登録：3,122人 世帯：87,647世帯

●市役所代表電話
☎0422-45-1151

 代表電話ダイヤル後、交換手に各課の内線番
号をお伝えください。

●困りごとの相談は 　市民相談専用電話 
　☎0422-44-6600
●あなたのご意見を 　市民の声専用FAX
　☎0422-48-2810
●子どもを見守る　安全安心メールの登録
　 maam@req.jp
    あてに空メールを送信してください

古紙配合率100％再生
紙を使用しています

　昨年3月1日にオープンした「太宰治文
学サロン」の入館者が、6月28日午後１
時に延べ3万人を達成しました。
　来館者3万人目の林美代子さん（東村山
市在住、57歳）には、清原市長から花束と
太宰関連商品などの記念品が渡されました
（写真）。今回が2回目の来館という林さん
は、太宰と誕生日が一緒で、高校生の時
から太宰作品を愛読しているそうです。同
サロンについて「太宰が住んでいたころの
三鷹の歴史が写真などで分かることや、太
宰関連商品が魅力的」と話していました。
同サロン☎26-9150

◇来館者数の推移
1万人達成 平成20年6月25日
2万人達成 平成21年2月 4日
3万人達成 平成21年6月28日

　かつて四小周辺に群生していた「紫草（むら
さき）」にちなんだ地域祭りです。
三鷹市商店会連合会、むらさき祭り in 四

小実行委員会
7月25日㈯午前10時～午後9時
ポニー乗馬体験＝午前10時から、模擬店＝正
午から、きらめきステージ＝午後2時30分から、
映画「崖の上のポニョ」上映会＝午後7時から

7月26日㈰午前10時～午後8時
木工コーナー＝午前10時から、模擬店＝正午
から、ステージ＝午後1時10分から、抽選会＝
午後5時20分から、盆
踊り＝午後6時から
四小
三鷹市商店会連合会

☎49-3111

第6回 むらさき祭 in 四小

忘れていませんか？定額給付金の申請
申請書がお手元にない方は、再発行の手続きをお願いします。コールセンターへお電話ください。

※再発行受付から申請書がお手元に届くまで２週間程度かかります。
◆入金は通帳記入をしてご確認ください。
◆支給を辞退する場合は、申請書の「辞退」にチェックしてお送りください。
◆申請期限（10月1日㈭〈消印有効〉）を過ぎると支給ができなくなりますのでご注意ください。

お問い合わせはこちらへ
定額給付金・子育て応援特別手当支給事業実施本部事務局

コールセンタ―☎76-2222
平日＝午前8時30分～午後5時（10月1日㈭まで開設）

「太宰治文学サロン」の来館者が
３万人を達成しました

◆箱根7・8月のイベント
◇芦ノ湖湖水祭　 7月31日㈮
◇芦ノ湖夏祭りウィーク　 7月31日㈮～8月5日㈬
◇箱根園サマーナイトフェスタ　 8月2日㈰・3日㈪ 
◇芦ノ湖鳥居焼き祭り　 8月5日㈬
◇箱根大文字焼き　 8月16日㈰
◇仙石原すすき祭り　 8月25日㈫

〒250-0407　神奈川県足柄下郡箱根町二ノ平1297-5
☎0460-82-1116　 0460-82-1743
HPhttp://www.mitakasou.jp
1泊2食6,500円から  申し込みは電話(9時～20時)、
ファクスで

箱根大文字焼き

大涌谷

スイカ割り、アニメ上映会、ビンゴ大会などの楽しい催しを用意して、お待ちしています。

　　　　　　　明星学園高校写真部
　全国から331の高校写真部・同好会が参加し頂点を競う「第16回全国高
等学校写真選手権大会（写真甲子園2009）」の本戦（7月28日～31日、会場：北海
道東川町）に、市内の明星学園高校写真部から3人が出場します。
　3人はいずれも2年生の植
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ほか、学期に2回は関東近県まで足をのばし、フィルム式カメラでモノクロ写真を中心
に撮影し腕を磨いてきました。初戦の関東ブロック（79校中4校選抜）では、学校の風
景を切り取ったモノクロ8枚の組み写真「水と私」を出展し、みごと本戦進出を果たしま
した。
　本戦は会場でいくつかの撮影場所が指定され各校テーマを決めて、デジタルカメラ
で撮影・選別・プレゼンテーションまでをこなす時間との戦い。3人は、「限られた時間
で狙いどおりの作品を作るには思いきりが必要。たまたま撮った1枚が組写真の中で意
外な効果を演じることもある。あまりやったことのないカラー撮影にも挑戦してみたい

し、ひたすら撮って選ぶしかない」と、慣れないデ
ジタルカメラを手に特訓中です（写真）。
　同部を指導する田
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教諭は、「さまざまな設定
が自在にできるデジタルカメラならではの難しさ
があるが、フィルムカメラで培ってきた3人の個
性を活かしたい。本や映画、撮影先の歴史・文化
にも触れ、さまざまな視点を持って撮影してほし
い」と見守っています。

左から田住教諭、植松さん、田中さん、船田さん

都立三鷹高校書道同好会の
黄
こ う

俐
り か

嘉さん
　文化部のインターハイとも呼ばれる「第33回全国高等学校総合文化祭」
が7月29日から三重県で開催されます。その書道部門に、都立三鷹高校
書道同好会3年の黄

こう

俐
り か

嘉さんが都代表7人の1人として初出場します。
　全国大会へは、都の書道展に出品した約850字あり書くのに6時間も
かかる「曹

そうぜん

全碑
ひ

」全文の臨書が評価され出場が決定しました。
　全国大会では、自分が好きな大きく太く豪快な字を書きたいと、詩の
内容がポジティブでさわやかな李白の漢詩28字に挑戦しています。
　同校の書道同好会では、一人ひとりの自立性や創造性を尊重した活動
をしており、今回の全国大会への出場でそうした活動の成果が実を結び
ました。
　全国大会の作品では、古典などを調べどういう字を書きたいのかを一
字一字考え、自分の字を創作して表現しています。

　誰とでもすぐ仲良くな
れるという黄さんは全国
大会では、順位よりも「同
じ年代の人と交流して自
分を磨きたい」と目を輝か
せています。

全国大会への出場が決まった作品の前で。
黄俐嘉さん（右）と、顧問の名護幸江さん

同好会のメンバーと練習に励む黄俐嘉さん 

「水と私」8枚組写真

　　　　　　　明

QRコード

秘書広報課☎内線2133


